
【
八
那
池
】小
池
正
彦
・
小
池
知
子
・

小
池
倭
夫
・
小
池
て
る
子
・
小
池

政
六
・
小
池
み
き
じ
【
芦
平
】
中

嶋
岸
太
郎
・
中
嶋
晴
雄
【
海
尻
】

井
出
龍
一
・
井
出
節
子
・
薩
田
敦
・

薩
田
絹
子
・
井
出
松
久
・
井
出
記

代
子
・
井
出
好
人
・
井
出
幸
恵
・

井
出
孝
幸
・
井
出
ふ
く
じ
・
井
出

基
近
・
井
出
久
門
・
井
出
い
そ
子
・

井
出
久
子
・
井
出
直
美
・
井
出
章

子
・
斎
藤
登
志
子
・
中
山
岺
生
・

井
出
悦
子
【
大
芝
】
高
見
澤
英
俊
・

高
見
澤
信
子
・
高
見
澤
や
え
子【
森

下
】
高
見
澤
敏
明
【
板
橋
】
吉
澤

茂
弥
・
吉
澤
益
江
・
吉
澤
武
彦
・

吉
澤
春
美
・
吉
澤
安
則
【
野
辺
山
】

原
寛
・
原
あ
き
子
・
薩
田
二
三
子
・

【
川
上
】
小
池
た
み
子
・
小
池
う

め
子
（
住
職
）
矢
崎
長
勉
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天台宗

　
平
成
二
十
三
年
十
一
月
八
日
か
ら
十
一
日
、
六
年
ぶ
り
に
海
尻
山
醫
王
院
（
住
職
・
矢
崎
長
勉
／
檀
徒
総
代
代
表
・

薩
田
敦
）
の
本
山
団
体
参
拝
（
団
長
・
小
池
正
彦
／
副
団
長
・
井
出
基
近
）
が
実
施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
四
十
二
名
。

初
日
は
、
山
内
の
諸
堂
を
参
拝
し
た
後
、
比
叡
山
上
の
宿
坊
・
延
暦
寺
会
館
に
宿
泊
し
た
。
二
日
目
は
、
大
阪
市
に
向

か
い
、
道
頓
堀
、
心
斎
橋
な
ど
を
散
策
。
夕
刻
に
は
吉
本
新
喜
劇
を
楽
し
ん
だ
。

現
在
で
も
天
皇
勅
使
を
迎
え
て
法

会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
阿
弥
陀
堂
で
は
、
参
加
者
各
家

先
祖
の
ご
回
向
と
共
に
、
本
年
三

月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
法
要
が
な
さ

れ
た
。

　
そ
の
後
、
宿
坊
で
あ
る
延
暦
寺

会
館
に
場
所
を
移
し
、
千
日
回
峯

行
者
・
藤
波
源
信
大
阿
闍
梨
よ
り

法
話
と
御
加
持
を
頂
戴
し
た
。

　
藤
波
師
は
、
自
身
の
十
二
年
籠

山
の
修
行
に
つ
い
て
、
千
日
回
峯

行
で
使
用
し
た
草
鞋
や
提
灯
な
ど

を
披
露
し
な
が
ら
説
明
し
た
。
回

峯
行
の
中
で
最
も
過
酷
で
あ
る
九

日
間
の
断
食
・
断
水
・
断
眠
・
断

臥
の
『
堂
入
り
』
に
つ
い
て
話
が

及
ぶ
と
、
同
師
は
「
ひ
た
す
ら
専

心
に
、
お
不
動
さ
ん
（
不
動
明

王
）
の
ご
真
言
を
お
唱
え
い
た
し

ま
す
。意
識
も
朦も

う
ろ
う朧
と
し
て
、日
々

痩
せ
細
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま

す
が
、
自
分
が
こ
の
行
を
乗
り
越

え
れ
る
か
否
か
は
、
仏
さ
ま
に
全

て
委
ね
る
ほ
か
な
い
の
で
す
。
四

藤
波
源
信
大
阿
闍
梨
の
御
加
持
を
頂
く

千
日
回
峯
行
者

　
初
日
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、

清
々
し
い
秋
晴
れ
の
中
、
一
行
は

比
叡
山
各
所
を
巡
拝
。
参
拝
に
あ

た
り
、
小
林
祖
承
延
暦
寺
副
執
行

が
挨
拶
、
延
暦
寺
一
山
壽
量
院
住

職
の
獅し

し
お
う
子
王
圓
明
師
に
案
内
を
頂

い
た
。

　
ま
ず
伝
教
大
師
最
澄
上
人
の
御

廟
「
浄
土
院
」
で
お
勤
め
を
行
っ

た
。
続
い
て
各
祖
師
方
の
尊
影
が

祀
ら
れ
て
い
る
「
大
講
堂
」
を
参

拝
。
こ
こ
で
は
、
四
年
に
一
度
の

法
会
「
法
華
大
会
広
学
豎
義
」
が

開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
康
保
四
年

（
九
六
七
）
よ
り
朝
廷
の
宣
旨
を

う
け
て
行
わ
れ
る
勅
会
で
あ
り
、

総本山比叡山延暦寺を参拝
先祖回向と被災地の早期復興を祈願

海尻山
医王院

▲写真　藤波大阿闍梨より御加持をうける（延暦寺会館）　

▶
　
折
し
も
浄
土
宗
の
開
祖
・
法
然
上
人
八
百
年
遠
忌
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
・
親

鸞
聖
人
七
五
〇
年
遠
忌
に
当
た
る
今
秋
、
両
上
人
の
修
行
の
地
で
あ
る
比
叡
山
境

内
は
多
く
の
参
拝
客
に
よ
っ
て
賑
わ
っ
て
い
た
（
比
叡
山
延
暦
寺
大
講
堂
前
）。

海尻山

つ
の
行
の
中
、
最
も
難
し
い
の
は

“
断
眠
”で
す
。ふ
と
魔
が
入
り
、

意
識
を
失
う
時
が
あ
る
。
直
ぐ
横

に
、
そ
れ
を
監
視
人
が
い
て
起
こ

し
て
く
れ
る
。
自
ら
に
課
し
た
修

行
で
あ
れ
、
決
し
て
一
人
で
は
達

成
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
い
、
様
々

な
人
と
の
関
わ
り
合
い
、
縁
に
よ

っ
て
、
行
が
支
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
実
感
し
、
仏
縁
の
有
り
難
さ

に
感
謝
し
た
と
い
う
。
参
加
者
ら

は
、
熱
心
に
同
師
の
法
話
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　
ま
た
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
藤

波
師
よ
り
御
加
持
と
護
符
が
授
け

ら
れ
た
（
写
真
）。
あ
る
参
加
者

は
「
法
話
の
時
は
、
穏
や
か
な
方

だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
御
加
持
の

時
の
阿
闍
梨
さ
ま
の
迫
力
に
は
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
行
者
さ
ん
の
お

力
を
頂
き
ま
し
た
」
と
語
り
、

一
千
年
を
経
て
今
な
お
続
く
生
き

た
比
叡
山
の
伝
統
に
触
れ
、
感
動

し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

参

加

者

名

簿

【
　
】
内
は
地
区
・
敬
称
略



　大晦日に本年も、新年初祈願法要を行います。新しい年の厄除・
開運祈願をご希望の方は、下記の要領にて、１2月２５日までに
当山までお申し込み下さい。

　○新年初祈願
　　　１．日時：平成２３年１２月３１日
　　　　　　　　　２３時４５分〜　除夜の鐘
　　　　　　　　　　０時１０分〜　新年初祈願法要
　　　２．場所：醫王院本堂および鐘撞堂
　○冥加料：二千円（一祈願）。祈祷木札を授与いたします。

※法要に欠席で、祈祷札の申し込みを希望される方は申し付け
ください。（元旦からお受け取りできます。）

　
　
、
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慈
眼
大
師
天
海
大
僧
正
は
、

徳
川
家
康
、
秀
忠
、
家
光
の
三

代
将
軍
に
仕
え
、
そ
の
ブ
レ
ー

ン
と
し
て
活
躍
し
た
天
台
宗
の

僧
侶
で
あ
る
。
長
命
で
あ
っ
た

こ
と
で
も
有
名
で
、
百
八
歳
ま

で
生
き
た
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
句
は
、
短
気
で
女
色
を

好
ん
だ
家
光
に
対
し
て
説
か
れ

た
も
の
で
、
幕
藩
体
制
の
完
成

者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
将

軍
・
家
光
で
あ
れ
、
質
素
で
品

性
を
備
え
た
人
物
で
あ
れ
と
訓

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
誰
し
も
が
そ
う
ス
マ
ー
ト
に

生
き
た
い
と
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
清す

が
々
し
い
句
で
あ
る
。

「
質
素
倹
約
」「
少
欲
知
足
」

な
ど
の
言
葉
と
共
に
、
多
く
の

日
本
人
に
共
感
さ
れ
る
道
徳
・

倫
理
感
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
近
年
、
こ
れ
ら
の
日
本
人
特

有
の
感
覚
は
、
海
外
で
も
賞
賛

さ
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
人
女

性
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
ワ
ン
ガ
リ
・

マ
ー
タ
イ
氏
が
、日
本
語
の「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
に

感
銘
を
受
け
、
国
連
で
「
も
っ

た
い
な
い
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
て
先
日
、
某
製
紙
会
社
の

若
社
長
が
、
子
会
社
数
社
か
ら

百
億
円
超
も
の
資
金
を
借
り

て
、
使
途
不
明
と
な
っ
た
事
件

が
あ
っ
た
。
そ
の
額
面
に
も
驚

か
さ
れ
る
が
、
用
途
は
ギ
ャ
ン

ブ
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
。
人
間

の
貪
欲
に
は
際
限
が
な
い
。

　
ブ
ッ
ダ
は
『
遺

ゆ
い
き
ょ
う
ぎ
ょ
う

教
経
』
の

中
で
「
足た

る
こ
と
を
知
ら
な
い

人
は
、
富
ん
で
い
て
も
貧
し

い
。
足
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

人
は
、
貧
し
く
と
も
富
ん
で
い

る
。
足
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人

は
、
常
に
欲
望
に
引
き
回
さ
れ

て
、
足
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

人
に
同
情
さ
れ
る
」
と
説
い
て

い
る
。

　
欲
望
の
限
り
な
い
の
だ
。
そ

れ
は
、
大
企
業
の
社
長
、
い
や

天
下
の
大
将
軍
で
す
ら
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
を
知

ら
な
い
者
は
苦
し
む
と
仏
教
で

は
い
う
の
だ
。

気
は
長
く
　
　
勤
め
は
堅
く

色
う
す
く
（
好
色
も
ほ
ど
ほ
ど
に
）

食
細ほ
そ
う
し
て
　
心
ひ
ろ
か
れ

慈じ
げ
ん眼
大
師
天て
ん
か
い海
大
僧
正
『
養
生
訓
』

　
三
千
院
は
、
伝
教
大
師
最
澄
上

人
が
比
叡
山
東
塔
南
谷
に
草
庵
を

開
き
、
円
融
房
と
称
し
た
の
を
そ

の
起
源
と
す
る
。
滋
賀
県
東
坂
本

梶
井
に
里
坊
が
営
ま
れ
、
平
安
後

期
、
堀
川
天
皇
第
二
皇
子
・
最
雲

法
親
王
が
入
室
さ
れ
、
明
治
維
新

ま
で
皇
族
出
身
者
が
住
持
す
る
宮

門
跡
と
な
る
。
以
来
、
寺
地
の
変

遷
を
繰
り
返
し
、
明
治
維
新
後
に

京
都
大
原
に
本
坊
を
構
え
る
。

　
大
原
の
地
は
、平
安
時
代
初
期
、

慈
覚
大
師
円
仁
が
中
国
五
台
山
か

ら
伝
え
た
五
会
念
仏
に
よ
り
声
明

梵
唄
の
発
祥
地
と
な
り
、
ま
た
極

楽
往
生
を
願
う
人
々
の
隠
遁
の
地

と
し
て
往
生
極
楽
院
を
中
心
に
念

仏
聖
に
よ
る
不
断
念
仏
・
引
声
念

仏
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
天
台
浄
土

教
の
聖
地
と
な
っ
た
。

　
近
年
、
極
楽
往
生
院
の
天
井
画

が
復
元
さ
れ
、
創
建
当
時
の
極
楽

浄
土
が
偲
ば
れ
る
。

上）極楽往生院
右下）阿弥陀三尊坐像（国宝）
左下）極楽浄土を模した天井画

三　千　院　門　跡

住　　所：京都市左京区大原来迎院町５４０
拝観時間：八時半〜十七時（冬期十六時半まで）
拝 観 料：一般 700円
詳しくは、ＨＰ（http://www.sanzenin.or.jp/）をご覧下さい。

三

千

院

門

跡

　
天
台
宗
寺
院
紹
介
　
②

b
u

d
d

h
a

s
y

a
 

v
a

c
a

n
a

m

ブ

ッ

ダ

の

言

葉
▲比叡山山麓・滋賀院門跡の
石灯籠（滋賀県大津市坂本）

新年初祈祷のご案内
除夜の鐘と厄除祈願

ふりがな：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年齢性別：　男性・女性　　（　　　　）歳＊数え年

祈　　願：　厄難消除・家内安全・開運招福・交通安全

　　　　　　商売繁盛・身体壮健・無病息災・当病平癒

　　　　　　学業成就・その他（　　　　　　　　　　）

いずれかに○

きりとり

２

◎女性の大厄 33 歳
前厄 32 歳（昭和 56 年生） 
本厄 33 歳（昭和 55 年生）
後厄 34 歳（昭和 54 年生）

○女性の小厄 37 歳
前厄 36 歳（昭和 52 年生）
本厄 37 歳（昭和 51 年生）
後厄 38 歳（昭和 50 年生）

○女性の厄年 19 歳
前厄 18 歳（平成 7 年生）
本厄 19 歳（平成 6 年生）
後厄 20 歳（平成 5 年生）

○女性の厄年 61 歳
前厄 60 歳（昭和 28 年生）
本厄 61 歳（昭和 27 年生）
後厄 62 歳（昭和 26 年生）

◎男性の大厄 42 歳
前厄 41 歳（昭和 47 年生）
本厄 42 歳（昭和 46 年生）
後厄 43 歳（昭和 45 年生）

○男性の厄年 25 歳
前厄 24 歳（昭和 64 年生）
本厄 25 歳（昭和 63 年生）
後厄 26 歳（昭和 62 年生）

○男性の厄年 61 歳
前厄 60 歳（昭和 28 年生）
本厄 61 歳（昭和 27 年生）
後厄 62 歳（昭和 26 年生）

※ 数え年：生まれた時点、基
点 と な る 最 初 の 年 を「1 歳 」
とし、以降元日を迎えるごと
にそれぞれ 1 歳ずつ加える


